
 

 

 

 

 

 

 

 関東圏で、小売店舗を約 15店舗展開。本社の一括処理から、各店舗の出納管理を分散入

力へ。本社の月次損益の把握が、格段にスピードアップ。グループ会社も合わせ、20ライ

センスを利用。 

 

 

 

 分散入力を検討するも、Ｊ社では数千万円の見積書。ネットワーク導入断念。 

 本社一括処理で経理負担大、月次決算の遅れ。 

 

 

 

●初期投資ゼロ、低ランニングコスト、従量制課金 

●各店舗の店長に、日々の収支を入力。部門別管理の徹底 

 

 

 

●本社経理の大幅な負担軽減。 

●個展の業績管理に成功 

●発展会計のデータを、Excelで独自に加工しグラフ化 

 

 

 

 

 

 

バイク部品小売・リサイクルショップチェーン C社 
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